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【研究の概要等】 

ブラックカーボンは炭素燃料の不完全燃焼により大気中に放出される黒色のエアロゾ

ル（微粒子）で、太陽光を強く吸収し地球を温暖化させる。またこの光吸収により大気

の対流や循環が変化し、雲の生成・降雨分布が変化すると予測される。ブラックカーボ

ンの発生量は人間活動が活発なアジアで最大であり、その気候への影響が懸念される。

ブラックカーボンの加熱率は質量濃度、その直径、水溶性成分による被覆の厚さで決ま

る。被覆により光吸収効率は２倍近くも増加すると計算される。しかし、これらの鍵と

なる物理量の測定がなく、気候影響評価の大きな不確定性要因となっている。この困難

を解決するために、これらを高精度・高速で測定できる最先端の測定器を開発し、アジ

ア大陸の下流域で航空機観測を行う。この観測により、ブラックカーボンの広域輸送・変質

過程・加熱率・雲への取り込みと除去過程を解明する。これらの過程を気候モデルに正確に

組み込み、アジアにおけるブラックカーボンの気候（気温、雲量、降水量）への影響を定量

的に評価する。また、進行しつつある地球温暖化がアジアの気候に与える影響を、エアロゾ

ルの効果を考慮したモデルで評価する。 

 

【当該研究から期待される成果】 

高精度で系統的な航空機観測により、アジア大陸の下流域でブラックカーボンの濃度・物

理特性・加熱率など鍵となる物理量の時間・空間変動を初めて定量的に理解する。これらの

物理量を支配する要因である、ブラックカーボンの輸送・被覆過程・雲への取り込み・除去

過程を解明する。ブラックカーボンに関するこれらの新たな知見に基づいて、気候モデルに

用いられているエアロゾル過程のスキームを高精度化する。信頼性が確保されたモデルを用

いて、ブラックカーボンが気候（気温、雲量、降水量）に及ぼす影響を定量的に評価する。

また、このことによりグローバルな気候変動予測精度を向上させる。 
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